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研究成果の概要（和文）：　本研究は、現在公表されている甲骨文字資料を精査し、約80,000片に上る甲骨の著
録に関する情報や綴合の成果をまとめ、最新の研究成果を最大限に反映した甲骨学の基本資料として『商代甲骨
著録綴合綜表』を編纂し、近く助成金を申請して刊行する。その中から商代の文字文化の担い手としての史官と
初期の文書制度を取り上げ、これらに関する全ての卜辞を見出し、必要な関連情報をまとめて綿密に整理し、総
合的に考察してきた。

研究成果の概要（英文）：    The present study, “A Comprehensive Table of the Records of the 
Reassembling of the Shang Dynasty Oracle-Bone Inscriptions,” is a compilation of the results of an 
investigation into these inscriptions discovered in China in the 13-11th century B.C.E. It includes 
an analysis of the latest records of the reassembling of approximately 80,000 slices of oracle-bone 
inscriptions. It also selectively highlights the works of the most representative Shang Dynasty 
historians － the bearers of the Shang character culture － who produced oracle-bone inscriptions 
and developed an early document-management system. Overall, the present research offers the latest 
available information on the Shang Dynasty oracle-bone inscriptions currently available to the 
scientific community, and provides the most comprehensive compilation and analysis of the previously
 disconnected research data in the field.

研究分野： 甲骨学、文字学、中国古代史
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
甲骨文字や商代史を研究する時、言うま

でもなく最も重要な基本資料は甲骨卜辞で
ある。また、一部の卜辞だけでは正しい結
論を得ることが難しく、全ての関連卜辞を
把握して全面的に検討する必要があるため、
甲骨文字資料は研究成果に関わる決定的意
味を持つものである。 
 
甲骨が発見されて百年余りの間に、多く

の先学が甲骨卜辞を公表するために尽力し
た。中国の学者のみならず、林泰輔・貝塚
茂樹・伊藤道治・松丸道雄諸氏は日本に所
蔵される甲骨をそれぞれ公刊して、甲骨学
研究に寄与するところが大きい。 
 
ところで、今日まで甲骨卜辞の著録書が

100 種くらいに上り、10 万片以上の甲骨が
公表されたと言われているものの、必ずし
も利用しやすい資料とは言えない。もとも
と一片の甲骨が割れていくつかの断片とな
って異なる書物に著録されたり、同一の甲
骨が複数の書物に重複して著録されたりす
ることがよくあるのである。『甲骨文合集』
（中華書局、1978-1983 年）や『甲骨文合
集補編』（語文出版社、1999 年）は、従来
の著録書などから代表的な甲骨拓本をそれ
ぞれ 41,956 片、13,766 片収録し、大きな資
料選集としてよく利用されてきた。このほ
か、『小屯南地甲骨』、『殷墟花園莊東地甲骨』
や『殷墟小屯村中村南甲骨』に近年新たに
出土した甲骨が収録されている。『英國所藏
甲骨集』、『北京大學珍藏甲骨文字』、『上海
博物館藏甲骨文字』、『中國社會科學院歴史
研究所藏甲骨集』などが次々と刊行され、
いずれも既存の蒐集品を整理して著録した
ものである。 
 
『甲骨文合集』以降の上記の著録書は、

重複した著録が免れないだけではなく、さ
らに綴合できる余地が大いにあるため、刊
行後も綴合作業が研究者たちによって行わ
れてきた。それらの綴合の成果は、蔡哲茂
『甲骨綴合集』や『甲骨綴合續集』、黄天樹
『甲骨拼合集』、『甲骨拼合續集』や『甲骨
拼合三集』、林宏明『醉古集』などの著書の
ほか、多くの論文に散見されている。 
 
 このように新旧の著録番号が入り乱れて
いる中、多くの著書や論文に発表された綴
合の成果を効率的に参照するのは非常に困
難である。『甲骨文合集補編』の刊行から約
十五年が経ち、その間に徹底した整理がな
されておらず、甲骨資料と綴合の成果が充
分に利用されていないのである。 
 
 一方、殷代の文字文化の担い手として史
官の存在が古くから注目されてきた。史官
に関する近代的研究として、王国維の「釋
史」は示唆に富んだ名作であり、その後、

陳夢家、徐中舒、胡厚宣、李孝定らが研究
を進め、殷代の史官の活動や役割について
検討し、具体例を挙げて論述してきた。し
かし全ての関連卜辞を視野に入れた全面的
な研究は未だ不十分であり、「史」の字形の
由来などを含む解明すべき問題が多く残さ
れている。 
 
また、史官の重要な職務内容として文書

の作成が想定されているが、冨谷至氏に指
摘されたように、殷代に簡牘が既に存在し
ていたのか、今のところ分からない（同氏
著『文書行政の漢帝国』、名古屋大学出版会、
2010 年）。殷代の文書制度に関する研究が
殆どなされてない中で、私は同文卜辞を研
究する際、殷代の文書制度を示唆するいく
つかの手掛かりを得て、2012 年 5 月、奈良
大学にて「甲骨文字と商代の文書行政に關
する一考察」と題する研究発表を行った。
ごく初歩的な考察に過ぎなかったが、参加
者の反応と期待からもこのテーマの重要性
や可能性を強く感じている。次年度からの
課題として殷代の史官と文書制度に関する
研究は、今までの研究の延長線上に企画し
たもので、その進展が期待される大変有意
義なものと思われる。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、現在公表されている甲骨文字
資料を精査し、約 80,000 片に上る甲骨の
著録に関する情報や綴合の成果をまとめ、
最新の研究成果を最大限に反映した甲骨学
の基本資料として『商代甲骨著録綴合綜表』
を編纂し、広く学界に提供しようとした。
その中から商代の文字文化の担い手として
の史官と初期の文書制度を取り上げ、これ
らに関する全ての卜辞を見出し、必要な関
連情報をまとめて綿密に整理し、総合的に
考察してきた。 
 
本研究は、これまでの研究成果を踏まえ

て、文字学、歴史学、考古学、文化人類学
など複眼的な視点で検討を重ね、古代中国
の文字文化、とりわけ商代の史官と文書制
度を明らかにし、古代文明に関する研究の
新展開を目指している。 
 
３．研究の方法 
『甲骨文合集』から『殷墟小屯村中村南

甲骨』まで、ここ三十年間刊行された著録
書を主な研究対象として、そこに収録され
ている約80,000片に上る甲骨の著録情報や
綴合の成果を詳しく調査した上で、遺漏な
く整理した。それらを分かり易い形でまと
めて『商代甲骨著録綴合綜表』を編纂し、
早い段階で刊行する。 
 
そしてこれらの基本資料を活用し、商代

の史官と文書制度に関する卜辞を全面的に
考察し、文字の由来や変遷を慎重に考証し、



世界の古代文明の研究成果を取り入れなが
ら中国の初期の文書制度を探究してみた。
更に殷墟遺跡を積極的に踏査し、商代の史
官と文書制度を明らかにした。これらの研
究成果として、『商代甲骨著録綴合綜表』を
刊行し、一連の論文を作成して学術誌に発
表し、積極的に発信した。 
 

４．研究成果 
初年度はまず研究資料の収集から始めて、

先行研究の成果を広く集め、深く理解し、
正確に把握した。『甲骨文合集』（中華書局、
1978-1983 年）、『小屯南地甲骨』（中華書
局、1980、1983 年）、『英國所藏甲骨集』（中
華書局、1985、1992 年）、『甲骨文合集補
編』（語文出版社、1999 年）、『殷墟花園莊
東地甲骨』（雲南人民出版社、2003 年）、『北
京大學珍藏甲骨文字』（上海古籍出版社、
2008 年）、『上海博物館藏甲骨文字』（上海
辭書出版社、2009 年）、『中國社會科學院歴
史研究所藏甲骨集』（上海古籍出版社、2011
年）、『殷墟小屯村中村南甲骨』（雲南人民出
版社、2012 年）などの甲骨著録書や、蔡哲
茂『甲骨綴合集』（樂學書局、1999 年）な
ど綴合関係の著書、論文を丹念に調べ、著
録情報や綴合の成果を全て抽出し、基本資
料を蓄積した。 
 
また、中国の博物館などの関係機関を訪問

し、甲骨の実物や拓本を研究し、コンピュ
ータによって整理を進めながら、『商代甲骨
著録綴合綜表』編纂の諸準備を整えた。 
 
このように関連資料を把握した上で、細

心の注意をもって整理し、『商代甲骨著録綴
合綜表』の編纂を開始した。殷墟甲骨の著
録情報や綴合の成果を分かり易い形でまと
めてきた。例えば『甲骨文合集』の 1 番に
収録されている甲骨について、次のように
記しておいた。 
 
（珠 1207＝合補 657＝東大 557＝合補

624）＋（簠歳 5＝續 2.28.5＝合 1）＝拼
133   
 
書名略称表を参照すれば、『殷契遺珠』

（1939年）所収の珠 1207という甲骨が『東
京大學東洋文化研究所藏甲骨文字』（1983
年）に著録された後、『甲骨文合集補編』
（1999 年）に重複して著録されたことと、
『簠室殷契徴文』（1925 年）所収の簠歳 5
という甲骨が『殷虚書契續編』（1933 年）
や『甲骨文合集』（1978-1983 年）にも著
録されたことと、当該二片の甲骨が綴合さ
れて『甲骨拼合集』（2010 年）に掲げられ
たことが一目瞭然で、1925～2010 年の間
計7回著録、1回綴合された道程も分かる。
従来のいかなる書籍もこれだけの情報をま
とめて提供してくれたことがなかった。 
 

 二年目は前年度に蓄積したデータを利用
し、拓本などと照合しながら整理し、『商代
甲骨著録綴合綜表』の編纂を着実に進めて
きた。数十万に及ぶ著録番号を扱うため、
校正には細心の注意を払っている。この編
纂作業と連動し、最近三十年間の著録情報
や綴合の成果を含むデータベースを構築し、
今後インターネットで公開し提供する予定
である。 
 
 そしてプロジェクト前半の成果を踏まえ、
史官や文書制度の研究に取り掛かった。ま
ず既刊の史官や文書制度に関する卜辞を全
て抽出した。拓本だけでなく、できるだけ
甲骨の写真や実物をも観察し、卜辞を解読
して正確な釈文を作り上げた。さらに関連
卜辞を詳しく分類し、「史」など史官関係の
文字や「冊」など文書関係の文字を時代ご
とに検討し、キーワードとしてもそれらの
文字の由来や特徴を探求し、論文作成を始
めた。 
 
 最終年度は『商代甲骨著録綴合綜表』の
初稿の編纂を一通り終え、史官と文書制度
の研究を進め、学会で発表する論文を作成
した。 
 
 まず甲骨の著録情報や綴合の成果につい
て引き続き追加しながらコンピュータによ
って整理し、『商代甲骨著録綴合綜表』の編
纂作業を一通り終え、初稿をまとめた。こ
れからは必要に応じてデータの補正を行っ
た上で、研究成果公開促進費を申請し、京
都大学学術出版会より刊行する予定である。 
 
 そして上記の編纂作業に取り組みながら
史官と文書制度の研究を続けてきた。甲骨
卜辞に見える史官の活動を綿密に分析し、
とりわけ文書との関連を注意深く考察し、
先行研究の成果を取り入れながら新出の資
料を加え深く掘り下げてみた。また文書に
関連する卜辞に基づき、中国の初期段階の
文書制度を慎重に探究し、確固たる証拠を
挙げて論考を進めてきた。殷墟の宮殿や王
陵の遺跡などに留意し、最新の考古発掘の
成果を吟味し、諸外国の古代文明の研究成
果をも活用し、それらの関係を整理するこ
とによって、商代の文書制度を考察した。 
 
 これらの研究成果の一部として、論文「貝
塚茂樹的甲骨學研究」をまとめ、「出土文獻
與中國古代文明研究協同創新中心」の主催
で 2017 年 8 月に中国人民大学で行われる
「出土文獻的世界：第六屆出土文獻青年學者
論壇」で発表し、論文集に収録され刊行され
ることとなった。 
 
 このように計画に沿って地道に着実に研
究を進め、予定以上に多くの成果を上げるこ
とができ、順調に研究目的を達成し、世界の



甲骨学研究に寄与した。 
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